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  分担研究報告書 

 
       筋痛性脳脊髄炎/慢性疲労症候群の実態調査への体制整備 
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研究要旨 

北海道における筋痛性脳脊髄炎/慢性疲労症候群 (ME/CFS)の臨床像把握とME/CFSバイオマーカー開発を

目的とした検体収集体制の整備を行った。また、ME/CFSの病態を反映するバイオマーカー開発を目的とし

た検体収集体制の整備を行った。現在、責任研究機関である国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究セン

ターにより全国調査が実施中である。検体収集体制の整備は進捗中にある。 

Ｆ．健康危険情報 
  なし 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表  

該当無し 

 
 2.  学会発表 

該当無し 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 該当無し 
 2. 実用新案登録 
 該当無し 
 3.その他 
 該当無し 

Ａ．研究目的 
  北海道における筋痛性脳脊髄炎/慢性疲労症候群

 (ME/CFS)の臨床像把握とME/CFSバイオマーカー開

発を目的とした検体収集体制の整備を行う。   

    

Ｂ．研究方法 

  北海道大学病院におけるME/CFS患者診療実態を

後方視的に調査する。患者検体収集を進める。（倫

理面への配慮） 

  検体収集については、北海道大学病院自主臨床研

究として承認済みである。 

 

Ｃ．研究結果 

  2020年1月から 2022年12月の間に北海道大学病

院に受診したME/CFS患者は存在しなかった。従って

検体収集はなされていない。 

 

Ｄ．考察 

  ME/CFSはCOVID19後遺症としても発症する可能性

があることが報告されているので、今後患者数が増

加する可能性がある。診療と検体収集に今後も務め

たい。 

       

Ｅ．結論 

 現時点でME/CFS患者診療実績はない。今後、診療

と検体収集を進捗させる予定である。 

 


